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   電気小型トラック「eCanter」を南米初となるチリ共和国に投入 
 

2023年 8月 21日 

 電気小型トラック「eCanter」を導入する初の南米市場 

 販売開始は２０２３年内を計画    

 チリ共和国はペルーに次ぐ南米最大規模の海外市場   

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・

デッペン、以下MFTBC）は、南米のチリ共和国にて 2023年内に電気小型トラック「eCanter」の

販売を開始します。8 月 17 日に首都のサンティアゴ市で開催したイベントにて「eCanter」を披

露しました。 

 

2022年 9月に日本にて発表した新型電気小型トラック「eCanter」を、南米市場初となるチリへ

投入します。車両総重量（GVW）6.5 ㌧から 8.55 ㌧までの 5 型式を用意し、多様なビジネスニ

ーズを満たす架装への対応を可能にしました。ホイールベースに応じてバッテリーを 1 個から

最大 3 個まで搭載可能なモジュール式バッテリーを採用し、1 回の充電で最大 200km の航

続距離を実現しました。また、同国向け「eCanter」は、衝突被害軽減ブレーキ「アクティブ・ブレ

ーキ・アシスト 5」や「アクティブ・サイドガード・アシスト 1.0」などの先進安全機能を標準搭載し、

ドライバーの安全運転を支えます。 

 

2011年以来、現地販売代理店 Comercial Kaufmann S.A. （本社：チリ・サンティアゴ市、ゼネラ

ルマネージャー：アンドレアス・クーラー、以下 Kaufmann社）および同社が保有するディーラー

網により FUSO ブランドのトラックとバスはチリで販売されてきました。小型トラック「キャンター」

は、同国の小型トラックセグメントで 18％のシェアを占め*、現地で強い存在感を維持していま

す。輸送業界で e モビリティ事業の展開が加速する中、Kaufmann 社と MFTBC は今回の

「eCanter」の導入により、同国での FUSO ブランドの更なる成長を目指します。近年、チリ政府

はサステナブルな輸送を支える政策を推進しており、2045 年までに貨物輸送用車両の新車

販売を 100％ZEV（ゼロ・エミッション・ビークル）に移行する目標を含む「エレクトロモビリティ国

家戦略」を掲げています。公共の充電スタンドの数は着実に増加しており、電気自動車に対

する税制上の優遇措置もあることから、「eCanter」を含む電気トラックの普及は今後も拡大す

ると予想されます。 
*2022年 12月末時点 
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チリ市場向け小型電気トラック「eCanter」 

 

 

電気小型トラック「eCanter」について 

今日の都市が抱える騒音や排出ガス、CO2低減の課題を解決する答えとして、MFTBCが 2017年に

発売した国内初の量産型電気小型トラックです。電動で駆動することで排出ガスが一切出ない

「eCanter」は、従来のディーゼル車と比較して騒音や振動も少ないため、都市内輸送のほか深夜早朝

での輸送に適しています。2017年の初代モデル発売後、2020年 8月に安全装備を拡充した改良モ

デルを発売し、これまで日本をはじめ、欧州、米国、オーストラリア及びニュージーランドのお客様の下

で活用されています。そして 2023年 3月にフルモデルチェンジした新型モデルを発売し、さらに多様

なビジネスニーズへの対応が可能になりました。新型モデルは、さらに多くの海外市場での展開を予

定しています。 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、ダイムラートラック社が 89.29％、三菱グループ各社が

10.71％の株式を保有し、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。90年以上の歴史を持つ FUSOブ

ランドの、小型、中型、大型トラックやバス、産業用エンジンを含む製品を世界約 170の市場向けに開

発・製造・販売しています。2017年、初の量産型電気小型トラック「eCanter」を市場に導入し、2019年

には、日本の商用車市場のベンチマークとなる、SAE レベル 2相当の高度運転支援技術を搭載した大

型トラック「Super Great」を商用車メーカーとして初めて日本に導入しました。MFTBCは、ダイムラー・イ

ンディア・コマーシャル・ビークルズ社（DICV）とともにダイムラー・トラック・アジアの一員として、製品開

発、部品調達、生産などの分野で協力し、お客様に最高の価値を提供しています。 


